





















る。次に(b) その差異をどう解釈すればいいのかについて多変量分析で解明する。 後に(c) 
差異の生成プロセスを明らかにする。 





























































































その理由は以下の 2 点が挙げられる。1 つ目は、自己負担人数を考慮した施設レベルの品
質においては都市部と農村部とに差がないため、それによる利用者満足度にも差が生じな
いと考える。2 つ目は、たとえ施設レベルの品質に差があるとしても、農村利用者の期待
が都市利用者ほど高くないので、都市部と比べて満足度に差が生じないと考える。 
以上の分析結果と結論から、以下のインプリケーションが考えられる。 
施設レベルに関して、まず本論文が扱った鉄嶺市の介護業界においては、計画と市場の
二元的枠組みのもとで、社会関係資本が大きな役割を果たしているということが示唆され
ている。そこで、行政側の視点からすれば、政府の支援が有効に使われるように、国営、
民営を問わず、業界内に豊富な社会関係資本を持っており、しかも市場メカニズムを上手
く活かせる経営者に介護事業を任せたほうが効果的であると考える。そして、施設側の視
点からすれば、政府の政策傾斜に頼りつつあり、好循環になるビジネスモデルがないかぎ
り、介護施設は自主的な発展を実現することができない。資源の多様性はこういった自主
発展と政府依存によるジレンマを打開する鍵であると考えられる。 
 利用者レベルに関して、利用者が多すぎると、友人総数の増加による限界効用が下がり
つつあり、利用者をとりまく環境が賑やかになるので、非社交的な利用者は逆に疎外され、
嫌悪感が生じる可能性があると考える。そこで、介護施設の規模が適切に設定されたほう
が利用者の精神的健康によいと考える。 
  
